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　国立病院機構西新潟中央病院（チーム西新潟）は2024年度、原著論文、学会報告などおよそ125の

学術成果を発表しました。内訳は英文論文９報、邦文・著書８報（共著含む）、学会報告108報（国際

学会14、国内学会94）です。また2025年から翌年にかけ、以下の４つの全国学会で当院が会長施設を

務めます。

■第35回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2025/10/24-25　新潟市・朱鷺メッセ）会長・大平徹郎

■第49回日本てんかん外科学会　　　（2026/2/5-6　大阪市）会長・福多真史（臨床研究部長）

■第28回日本脳神経減圧術学会　　　（2026/5/30　朱鷺メッセ）会長・福多真史（同上）

■第59回日本てんかん学会学術集会　（2026/10/1-3　朱鷺メッセ）会長・遠山　潤（副院長）

　これらの開催によって培われる経験、刻まれるレガシーは、チーム西新潟の未来を明るく照らして

くれるに違いありません。

2025年10月

【私たち「チーム西新潟」の使命】

　１．専門性が高く安心・安全な医療を実行し、患者さん・ご家族の笑顔に貢献します。

　２．地域社会を支えるとともに　グローバルな視点も備え持ち、　新潟と世界の今に貢献します。

　３．新潟で活躍する医療人の育成にも力を注ぎ、新潟の未来に貢献します。

　４．活発な臨床研究と情報発信を通じて、医学の進歩と知識の普及に貢献します。

2024年度　研究業績集　巻頭言

病院長　大　平　徹　郎
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臨床研究部組織図

2024年４月１日現在

役職 氏  名 専任/併任 備考 専門分野など

臨　床　研　究　部 部長 福多　真史 専任 脳神経外科

生理学研究室 室長 白水　洋史 専任 脳神経外科
研究員 増田　　浩 併任 脳神経外科

佐藤　暢夫 併任 麻酔科
髙橋　哲哉 併任 脳神経内科
黒羽　泰子 併任 脳神経内科
齋藤奈つみ 併任 脳神経内科
長谷川直哉 併任 てんかん科・精神科
松山　菜穂 併任 呼吸器内科
太田　智慶 併任 脳神経外科
山田　　慧 併任 小児科
藤井　仁美 併任 小児科

微生物・免疫・分子生物研究室 室長 桑原　克弘 併任 呼吸器内科
研究員 森山　寛史 併任 内科

木村　夕香 併任 呼吸器内科
出塚　真史 併任 脳神経内科
髙橋　美帆 併任 呼吸器内科
小林　　悠 併任 小児科
三浦　雅樹 併任 小児科
関　　衛順 併任 小児科

疫学研究室 室長 長谷川有香 併任 脳神経内科
研究員 若杉　尚弘 併任 脳神経内科

德武　孝允 併任 脳神経内科
藤澤　純一 併任 整形外科
榮森　景子 併任 整形外科
伊藤　陽祐 併任 脳神経外科
放上　萌美 併任 小児科

病理・肺がん研究室 室長 渡辺　健寛 併任 呼吸器外科
研究員 宮尾　浩美 併任 呼吸器内科

松本　尚也 併任 呼吸器内科
楚山　真樹 併任 放射線科
古泉　貴久 併任 呼吸器外科
長谷部利毅 併任 呼吸器外科

治験管理室 室長 福多　真史 併任 脳神経外科
治験コーディネーター ・主任 盛川　敬介 専任 薬剤師

伊藤　綾子 専任 看護師
髙橋　絵美 専任 看護師
根津　幸子 専任 事務
伊藤美沙子 専任 事務

受託研究事務局 事務局長 平岡　潤也 併任 薬剤部長

　　　　　　＊各研究室の研究員は院長より臨時的な任命がなされることがある。
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倫理審査委員会委員名簿

2024年４月１日現在

氏　名 職　名 備　考

委員長 遠山　　潤 副院長 専門委員

副委員長 福多　真史 臨床研究部長 専門委員

委　員 桑原　克弘 統括診療部長 専門委員

委　員 髙橋　哲哉 神経部長 専門委員

委　員 佐藤みづほ 看護部長 専門委員

委　員 丸橋　光明 企画課長 非専門委員

委　員 深井　仁子 歯科医師 機関外委員

委　員 髙山　憲治 講　師 機関外委員

委　員 建部ミヤ子 社会福祉士 機関外委員

委　員 小柳　信芳 教　員 機関外委員
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2024年度　倫理審査委員会承認課題一覧

№ 研　究　課　題　名 研　　　究　　　者

2401 新規 食事拒否が出現した重症心身障害児へのアプローチ～再び経口摂取
ができるようになるまでの11 ヶ月～

代表者：高橋小百合
共　同：長谷川純子　他１名

2402 新規 新潟県のスモン患者の現況（2023年度） 代表者：高橋　哲哉
共　同：長谷川有香　他４名

2403 新規 新潟県のスモン患者の現況（2024年度） 代表者：高橋　哲哉
共　同：長谷川有香　他４名

2404 新規 Low-grade epilepsy-associated neuroepithelial tumorに対する拡大
切除の長期予後

代表者：福多　真史
共　同：増田　　浩

2405 新規 中枢性疼痛に対する脊髄刺激療法Burst DR刺激の鎮痛効果の経時
的変化と適切な刺激強度の検討

代表者：太田　智慶
共　同：福多　真史　他３名

2406 新規 メンケス病患者での『ヒスチジン銅』皮下注射、『ジスルフィラム
（ノックビン）』内服併用療法について

代表者：遠山　　潤
共　同：小林　　悠　他５名

2407 新規 視床下部過誤腫における電気生理学的検査に関する検討 代表者：白水　洋史
共　同：増田　　浩

2408 新規 肺癌患者の術式選択と他病死リスクに関する多施設共同後ろ向き研
究

代表者：渡辺　健寛
共　同：古泉　貴久

2409 新規 若年者自然気胸症例の術後再発に関する検討 代表者：宮島　美佳
共　同：古泉　貴久

2410 新規 続発性気胸に対して局所麻酔下胸腔鏡手術を行なった症例の検討 代表者：古泉　貴久
共　同：渡辺　健寛

2412 新規 使用成績に関する医療機関の実施体制の調査および医師・薬剤師へ
の意識調査

代表者：盛川　敬介
共　同：近藤　直樹　他５名

2413 新規 神経・運動器疾患の大規模歩容データベース構築と人工知能解析の
ための多施設共同研究

代表者：藤澤　純一
共　同：

2414 新規 入院を必要とする小児ウイルス感染症の流行予測における下水サー
ベイランスの有用性の検討

代表者：小林　　悠
共　同：遠山　　潤　他12名

2415 新規 外科治療を施行した間質性肺炎合併肺癌の肺癌発生部位による検討 代表者：長谷部利毅
共　同：渡辺　健寛

2416 新規 当院で経験した肺リンパ脈管筋腫症（LAM）手術症例を振り返っ
て

代表者：古泉　貴久
共　同：渡辺　健寛

2417 変更 使用成績調査に関する医療機関の実施体制の調査および医師・薬剤
師への意識調査

代表者：盛川　敬介
共　同：近藤　直樹　他５名

2418 新規 80歳以上の高齢者自然気胸連続100症例の手術成績 代表者：渡辺　健寛
共　同：古泉　貴久　他１名
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№ 研　究　課　題　名 研　　　究　　　者

2419 新規 超高齢者自然気胸に対する治療戦略 代表者：渡辺　健寛
共　同：古泉　貴久　他１名

2420 変更 多分野合議による間質性肺炎診断に対する多施設共同前向き観察研
究（PROMISE study）

代表者：森山　寛史
共　同：古川　大記

2421 新規 診断初期の間質性肺疾患患者における歩行時呼吸困難感と身体機能
についての検討

代表者：長谷川雄司
共　同：大平　徹郎　他２名

2422 新規 他施設より紹介された小児患者の長時間ビデオ脳波検査に関する考
察　－インタビュー調査によるニーズの分析－

代表者：加藤　裕貴
共　同：井上　　豪　他１名

2423 新規
自病棟におけるレベル０ヒヤリ・ハット報告件数の増加に向けた要
因分析

代表者：高橋　　爽
共　同：田邉　　都　他３名

2424 新規
日本におけるてんかん患者を対象とした定位手術ロボットを用いた
定位的頭蓋内脳波（SEEG）および検査結果に基づく治療を評価す
る多施設共同介入研究

代表者：福多　真史
共　同：増田　　浩　他３名

2425 新規 原発性自然気胸に対して酸化セルロースシート使用例の検討
代表者：古泉　貴久
共　同：渡辺　健寛　他１名

2426 新規
重症心身障害児者病棟における災害対策への実態調査～地震災害シ
ミュレーションを通して～

代表者：宮島　祐輔
共　同：堀　　亜紀　他４名

2427 新規
当院の重症心身障害病棟におけるセル看護提供方式®導入後の看護
師の認識の変化

代表者：槙田　裕之
共　同：坂内瑠美子

2428 新規 当院で手術を受ける肺がん患者の不安要因の明確化
代表者：曽山　結希
共　同：高橋　幸子　他４名

2429 新規 神経内科病棟におけるセル看護提供方式導入による変化
代表者：馬場奈津子
共　同：松村　尚之　他４名

2430 新規 2017年に外科治療を施行された肺癌症例のデータベース研究
代表者：渡辺　健寛
共　同：古泉　貴久

2431 新規
肺癌患者の術式選択と他病死リスクに関する多施設共同後ろ向き観
察研究

代表者：渡辺　健寛
共　同：古泉　貴久

2432 新規
A病棟におけるレベル０ヒヤリ・ハット報告の増加に向けた取り組
み（第２報）

代表者：佐藤　佑佳
共　同：高橋　　爽　他４名

2433 新規
神経・運動器疾患の大規模歩容データベース構築と人工知能解析の
ための多施設共同研究

代表者：野﨑　千春
共　同：近藤　雄大　他２名

2434 新規
パーキンソン病患者における、睡眠障害と長期臨床経過との関係に
ついての検討

代表者：長谷川有香
共　同：髙橋　哲哉　他５名

2435 新規
神経難病領域の遺伝看護を実践する看護師の困難感と学習ニーズの
調査

代表者：野﨑　千春
共　同：近藤　雄大　他２名
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№ 研　究　課　題　名 研　　　究　　　者

2436 変更
神経・運動器疾患の大規模歩容データベース構築と人工知能解析の
ための多施設共同研究

代表者：藤澤　純一
共　同：

2437 新規
在宅医療的ケア児者を対象とした災害へのそなえ教育支援ツールの
有効利用に関する方法の検討

代表者：田中　美央
共　同：遠山　　潤　他８名

2438 変更
日本におけるてんかん患者を対象とした定位手術ロボットを用いた
定位的頭蓋内脳波（SEEG）および検査結果に基づく治療を評価す
る多施設共同介入研究

代表者：福多　真史
共　同：飯村　康司　他３名

2439 新規 新潟県における喘息発作増加とエンテロウイルスD68感染症の流行
代表者：放上　萌美
共　同：遠山　　潤　他７名

2441 新規 他施設より紹介された小児患者の長時間ビデオ脳波検査に関する考
察　－グループインタビューによる分析－

代表者：加藤　裕貴
共　同：井上　　豪

2442 新規 高齢者の進展型小細胞肺癌に対する全身療法の有効性と安全性の後
方視的研究

代表者：松本　尚也
共　同：宮尾　浩美
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2024年度　受託研究一覧

研究課題名 施設番号 責任医師 契約
例数

実施症例 本年度
請求額数 実施率

ユ ー シ ー ビ ー ジ ャ パ ン 株 式 会 社 の 依 頼 に よ る
Brivaracetam（ucb34714）の第Ⅲ相長期継続投与試験 2017-017 福多　真史 2 2 100.0 310,464

レノックス・ガストー症候群患者を対象としたZX008
の第Ⅲ相試験 2018-014 遠山　　潤 7 7 100.0 1,963,500

"A prospective cohort study to assess obstructive 
respiratory disease phenotypes and endotypes in 
Japan （the TRAIT study）"
日本における閉塞性肺疾患のフェノタイプ及びエン
ドタイプを評価することを目的とした前向きコホー
ト研究

2019-009 大平　徹郎 18 5 27.8 0

限局性皮質異形成Ⅱ型のてんかん発作に対するシロ
リムスの安全性に関する臨床研究【FCDS-02】 － 遠山　　潤 2 2 100.0 －

限局性皮質異形成Ⅱ型のてんかん発作に対するシロ
リムスの有効性と安全性の検討を目的とする第Ⅲ相
試験【FCDS-03】

－ 遠山　　潤 －

デュシェンヌ型筋ジストロフィーを対象とした新た
な患者レジストリを構築するための研究（Remudy-
DMD）

－ 遠山　　潤 3 3 100.0 －

治 療 抵 抗 性 の 肺Mycobacterium avium complex
（MAC）症成人患者を対象にクラリスロマイシン及
びエタンブトールを用いた治療レジメンの一剤とし
てベダキリンを投与したときの有効性及び安全性を
評価する第2/3相，多施設共同，ランダム化，非盲検，
実薬対照試験

2020-007 桑原　克弘 7 7 100.0 6,375,908

小児てんかん患者に対するBRIVARACETAM併用
投与における長期安全性及び忍容性を評価する、非
盲検、単群、多施設共同試験

2021-003 遠山　　潤 4 4 100.0 1,008,975

武田薬品工業株式会社の依頼によるドラベ症候群患
者を対象としたTAK-935（soticlestat）の第３相試験 2021-006 遠山　　潤 1 1 100.0 0

武田薬品工業株式会社の依頼によるレノックス・ガ
ストー症候群患者を対象としたTAK-935（soticlestat）
の第３相試験

2021-007 遠山　　潤 3 3 100.0 0

ユーシービージャパン株式会社の依頼によるStaccato 
alprazolamの第Ⅲ相試験 2021-008 福多　真史 2 1 50.0 110,000 

ユーシービージャパン株式会社の依頼によるStaccato 
alprazolamの第Ⅲ相継続試験 2021-009 福多　真史 2 1 50.0 636,680

小野薬品工業株式会社の依頼によるてんかんを対象
としたONO-2017（cenobamate）第Ⅲ相試験 2021-011 福多　真史 1 1 100.0 762,683



― 8 ―

研究課題名 施設番号 責任医師 契約
例数

実施症例 本年度
請求額数 実施率

ノーベルファーマ株式会社の依頼による結節性硬化
症の皮膚病変を対象としたNPC-12Y油性ゲルの第Ⅲ
相試験

2022-003 福多　真史 4 4 100.0 2,660,944

武田薬品工業株式会社の依頼によるドラベ症候群及
びレノックス・ガストー症候群患者を対象とした
TAK-935（soticlestat）の第３相試験

2022-005 遠山　　潤 4 3 75.0 350,240

てんかん重積状態もしくはそのリスクを有する日本
人小児患者に対する治験薬（鼻腔内投与）の有効性及
び安全性を検討する第Ⅲ相、多施設共同非盲検試験

2022-007 遠山　　潤 1 0 0.0 0

藤本製薬株式会社の依頼による低セレン血症患者を
対象としたFPF3401の第Ⅲ相試験 2022-008 髙橋　哲哉 3 2 66.7 0

（治験国内管理人）IQVIAサービシーズ ジャパン株
式会社の依頼によるレノックス・ガストー症候群、
ドラベ症候群または結節性硬化症患者を対象とした
カンナビジオール経口液剤（GWP42003-P）の第３相
試験

2022-009 遠山　　潤 10 10 100.0 8,254,576

日本人ナルコレプシー患者を対象として、BF2.649
を経口投与したときの有効性及び安全性を評価する、
二重盲検、無作為化、プラセボ対照、並行群間比較、
多施設共同試験（パート１）と、その後の非盲検、
長期投与試験（パート２）からなる第３相試験

2022-010 大平　徹郎 2 1 50.0 416,504

nCPAP療法を受けても日中の過度の眠気が認められ
る日本人閉塞性睡眠時無呼吸症候群患者にBF2.649
を経口投与したときの有効性及び安全性を評価する、
二重盲検、無作為化、プラセボ対照、並行群間比較、
多施設共同試験（パート１）と、その後の非盲検、
長期投与試験（パート２）からなる第３相試験

2022-011 大平　徹郎 4 4 100.0 1,620,124

ユーシービージャパン株式会社の依頼によるZX008
の第Ⅲ相試験 2022-015 遠山　　潤 2 2 100.0 3,740,728

ICoN-1：肺非結核性抗酸菌感染症患者を対象に、
ガイドラインに準拠した治療に上乗せした場合の
MNKD-101（クロファジミン吸入用懸濁液）の有効
性及び安全性を評価する、無作為化、二重盲検、プ
ラセボ対照、第３相試験（パートＡ）及び非盲検継
続投与試験（パートB）

2024-004 桑原　克弘 4 1 25.0 1,502,875

キッセイ薬品工業株式会社の依頼によるKDT-3594の
後期第Ⅱ相試験 2024-005 髙橋　哲哉 3 0 0.0 825,000

コパキソン皮下注　特定使用成績調査（全例調査） 2015-014 髙橋　哲哉 1 0 0.0 0

コレアジン錠12.5mg使用成績調査 2016-017 髙橋　哲哉 1 0 0.0 0

サブリル散分包500mg使用成績調査 2016-018 遠山　　潤 13 10 76.9 132,132
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研究課題名 施設番号 責任医師 契約
例数

実施症例 本年度
請求額数 実施率

スピンラザ髄注12mg使用成績調査 2017-016 遠山　　潤 3 3 100.0 44,044

リュープリンSR注射用キット11.25mg特定使用成績
調査「全例調査：球脊髄性筋萎縮症（SBMA）」（患
者背景調査票）

2017-015 髙橋　哲哉 2 2 100.0 165,165

ローブレナ錠特定使用成績調査 2019-005 松本　尚也 1 1 100.0 66,066

スピンラザ髄注12mg使用成績調査 2019-013 髙橋　哲哉 1 1 100.0 22,022

セロイドリポフスチン症２型（CLN2）日本人患者を
対象にセルリポナーゼ アルファの長期安全性を評価
するセルリポナーゼ アルファ一般使用成績調査

2020-001 遠山　　潤 1 1 100.0 44,022

ビルテプソ点滴静注250mg特定使用成績調査 2020-003 遠山　　潤 1 1 100.0 0

エフピー®OD錠2.5特定使用成績調査（高齢者使用） 2020-005 髙橋　哲哉 5 4 80.0 103,818

モディオダール®錠100mg使用成績調査 2020-009 大平　徹郎 7 6 85.7 0

ビムパット®錠50mg、ビムパット®錠100mg、ビム
パット®ドライシロップ10％特定使用成績調査
－強直間代発作を有する小児てんかん患者に対する
調査－

2021-001 遠山　　潤 3 1 33.3 33,033

リンヴォック®錠　特定使用成績調査（全例調査）
－関節リウマチ患者を対象としたリンヴォック®錠
の安全性及び有効性に関する調査

2021-002 藤澤　純一 1 0 0.0 0

ビバンセカプセル 長期使用に関する特定使用成績調
査（小児期） 2021-005 遠山　　潤 3 3 100.0 80,223

エブリスディ®ドライシロップ60mg一般使用成績調
査（全例調査）－脊髄性筋萎縮症－ 2021-010 遠山　　潤 3 3 100.0 0

ミダフレッサ静注0.1％一般使用成績調査 2022-002 長谷川直哉 5 3 60.0 0

ネクスビアザイム点滴静注用100mg特定使用成績調
査（長期に関す調査） 2022-006 髙橋　哲哉 2 2 100.0 80,223

フィンテプラ内容液2.2mg/mL特定使用成績調査 2022-014 遠山　　潤 7 6 85.7 3,336,333

フィンテプラ内容液2.2mg/mL特定使用成績調査 2024-001 福多　真史 3 0 0.0 495,495

フィンテプラ内容液2.2mg/mL特定使用成績調査 2024-002 長谷川直哉 5 0 0.0 792,792

レケンビ　特定使用成績調査－早期アルツハイマー
病患者に対するARIAに関する調査（全例調査） 2024-003 髙橋　哲哉 5 1 20.0 245,388

合　　計 162 112 36,179,957
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2024年度　公的研究助成

Category 研究分野 研究課題名 主任/分担 研究者 金額
（千円）

指定研究 IPS 疾患特異的iPS細胞作成研究基盤支援整備研
究：東埼玉　川井 分担 遠山　　潤 0

NHOネットワーク
共同研究 呼吸器疾患

慢性線維化性特発性間質性肺炎の適正な診断
治療法開発のための調査研究：近畿中央胸部
疾患　井上

分担 森山　寛史 0

NHOネットワーク
共同研究 呼吸器疾患 間質性肺炎疾患の「急性増悪」に関する前向

き観察と診断基準作成の試み 分担 森山　寛史 0

NHOネットワーク
共同研究 呼吸器疾患

次世代シークエンサーによる結核菌の全ゲノ
ム解析を用いた薬剤耐性結核の診断および治
療法の開発に関する研究：東京　小林

分担 桑原　克弘 0

NHOネットワーク
共同研究 呼吸器疾患

間質性肺炎を合併した気胸症例における治療
方針と治療成績の前向きリアルワールドデー
タ調査：東広島医療センター　原田

分担 渡辺　健寛 0

NHOネットワーク
共同研究 成育医療 West症候群の最初期治療至適化への提言：

静岡てんかん　高橋 分担 遠山　　潤 0

NHOネットワーク
共同研究 がん（呼吸器）

非小細胞肺癌患者に対するerlotinib投与時に
皮疹軽減のためのminocyclineの有用性の検
討するランダム化比較第 3 相試験：四国がん　
上月

分担 松本　尚也 0

NHOネットワーク
共同研究 神経・筋疾患

長期経管栄養下の神経筋難病患者に認められ
るカルニチン欠乏症の頻度とそれに対する治
療効果検討

分担 長谷川有香 0

NHOネットワーク
共同研究 神経・筋疾患

気管内喀痰自動吸引システムが神経・筋難病
患者の療養に及ぼす効果の検討：長崎　川棚　
福留

分担 長谷川有香 0

NHOネットワーク
共同研究 成育医療 West症候群発病後の発達障害出現に関わる

後天的要因の研究：静岡てんかん　高橋 分担 遠山　　潤 0

NHOネットワーク
共同研究 骨運 運動器疾患の大規模歩容テータベース構築と

人工知能解析のための多施設共同研究 分担 藤澤　純一 300

NHOネットワーク
共同研究 神経 急性期BAD型脳梗塞に対する抗血栓療法の

種類と神経学的予後に関する前向き探索研究 分担 髙橋　哲哉 0
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研究課題名 主任/分担 研究者 金額
（千円）

日本医療研究開発機構委託費
難治性疾患実用化研究事業

限局性皮質異形成Ⅱ型のてんかん発作に対す
るシロリムスの有効性と安全性に関する無対
照非盲検医師主導治験

分担 遠山　　潤 200

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 スモンに関する調
査研究 分担 髙橋　哲哉 900

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 稀少てんかんに関
する調査研究 分担 白水　洋史 550

医師主導臨床研究
デュシェンヌ型筋ジストロフィーを対象とし
た新たな患者レジストリを構築するための研
究

分担 遠山　　潤 22

アカデミア提案型臨床研究 間質性肺炎に対する多施設共同前向き視察研
究 分担 森山　寛史 0

医師主導治験
限局性皮質異形成Ⅱ型のてんかん発作に対す
るシロリムスの有効性と安全性の検討を目的
とする第Ⅲ相試験

分担 遠山　　潤 1,056

認知症の血漿中バイオマーカーの性能評価に
関する研究 分担 黒羽　泰子 0

学術研究助成基金助成金 超高磁場MRI装置を用いたてんかん原性の可
視化 主任 伊藤　陽祐 13,000

学術研究助成基金助成金 発達性てんかん性脳症におけるアストロサイ
トの未熟性を遺伝子レベルで解析する 分担 遠山　　潤 65
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学会認定医・専門医・指導医一覧

2024年４月１日現在

診 療 科 氏　　名 （試験・資格）名称
呼吸器内科 大平　徹郎 日本内科学会 総合内科専門医・指導医

日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医
日本睡眠学会 総合専門医・指導医
日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核・抗酸菌症指導医

桑原　克弘 日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医
日本感染症学会 感染症専門医・指導医
日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核・抗酸菌症指導医
日本医師会認定 産業医

宮尾　浩美 日本内科学会 総合内科専門医

森山　寛史 日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医
日本呼吸器内視鏡学会 気管支鏡専門医・指導医
日本医師会認定 産業医

松本　尚也 日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本呼吸器学会 呼吸器専門医
がん治療認定医（日本がん治療認定医機構）

松山　菜穂 日本内科学 会総合内科専門医
日本医師会認定 産業医

木村　夕香 日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本呼吸器学会 呼吸器専門医
日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核・抗酸菌症認定医
日本アレルギー学会 アレルギー専門医（内科）

髙橋　美帆 日本内科学会 総合内科専門医
日本呼吸器学会 呼吸器専門医

呼吸器外科 渡辺　健寛 日本外科学会 外科専門医
日本呼吸器外科学会 呼吸器外科専門医・指導医
日本呼吸器内視鏡学会 気管支鏡専門医・指導医
がん治療認定医（日本がん治療認定医機構）

古泉　貴久 日本外科学会 外科専門医
日本呼吸器外科学会 呼吸器外科専門医
がん治療認定医（日本がん治療認定医機構）

放射線科 安住利恵子 日本医学放射線学会 放射線治療専門医

脳神経外科 福多　真史 日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医・指導医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医
日本臨床神経生理学会 専門医・指導医

（脳波分野、筋電図・神経伝導分野）

増田　　浩 日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医

白水　洋史 日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医・指導医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医
日本臨床神経生理学会 専門医・指導医（脳波分野）

伊藤　陽祐 日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医
インフェクションコントロールドクター認定
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診 療 科 氏　　名 （試験・資格）名称
脳神経外科 太田　智慶 日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医

日本脳神経血管内治療学会 専門医

脳神経内科 髙橋　哲哉 日本神経学会 神経内科専門医・指導医
日本内科学会 認定内科医

長谷川有香 日本神経学会 神経内科専門医・指導医
日本内科学会 総合内科専門医
日本人類遺伝学会 臨床遺伝専門医

黒羽　泰子 日本神経学会 神経内科専門医・指導医
日本内科学会 総合内科専門医
日本認知症学会 専門医・指導医

若杉　尚宏 日本神経学会 神経内科専門医
日本内科学会 認定内科医

齋藤奈つみ 日本神経学会 神経内科専門医
日本内科学会 認定内科医

德武　孝允 日本神経学会 神経内科専門医・指導医
日本内科学会 総合内科専門医

小児科 遠山　　潤 日本小児科学会 小児科専門医・指導医
日本小児神経学会 小児神経専門医・指導医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医
日本人類遺伝学会 臨床遺伝専門医・指導医

小林　　悠 日本小児科学会 小児科専門医
日本小児神経学会 小児神経専門医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医
日本人類遺伝学会 臨床遺伝専門医

放上　萌美 日本小児科学会 小児科専門医

三浦　雅樹 日本小児科学会 小児科専門医
日本小児神経学会 小児神経専門医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医

山田　　慧 日本小児科学会 小児科専門医

関　　衛順 日本小児科学会 小児科専門医
日本小児神経学会 小児神経専門医
日本てんかん学会 てんかん専門医

藤井　仁美 日本小児科学会 小児科専門医

整形外科 藤澤　純一 日本整形外科学会 整形外科専門医・指導医
日本リウマチ学会 リウマチ専門医・指導医

榮森　景子 日本整形外科学会 整形外科専門医・指導医

精神科 長谷川直哉 日本精神神経学会 精神科専門医・指導医
精神保健指定医
日本てんかん学会 てんかん専門医・指導医

麻酔科 佐藤　暢夫 日本麻酔科学会 麻酔科専門医・指導医



研　究　業　績
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臨床研究活動実績評価票（2024年度実績報告分）

施設名 西新潟中央病院 臨床研究部

カテゴリ 評価項目 合計
ポイント
IF加算 合計

国立病院機構が
推進している
治験、EBM
臨床研究等

治験 4.0
症例

5 20.000
医師主導治験 5
GCP準拠製造販売後臨床試験 症例 2.5
受託臨床研究（文書同意あり） 症例 0.5
受託臨床研究（体外診断用医薬品） 症例 0.1
公費臨床試験 症例 0.5
製造販売後調査（文書同意あり） 6.0 冊 0.5 3.000
製造販売後調査（文書同意なし） 21.0 冊 0.25 5.250
EBM推進研究
NHO共同研究新規症例数（特定臨床研究（介入研究のみ）
または医師主導治験） 症例 1

NHO共同研究新規症例数（文書同意あり）（最大10症例） 症例 0.25
NHO共同研究新規症例数（文書同意なし）（最大50症例） 症例 0.1
EBM・ネットワーク共同研究、NHOネットワーク共同研究
NHO共同研究新規症例数（特定臨床研究（介入研究のみ）
または医師主導治験） 症例 1

NHO共同研究新規症例数（文書同意あり）（最大10症例） 21.0 症例 0.25 5.250
NHO共同研究新規症例数（文書同意なし）（最大50症例） 症例 0.1

競争的研究費
獲得額

文部科学省関連研究費（主任・新規） 13.0 万円

0.14

1.820
厚生労働省関連研究費（主任・新規） 万円
日本医療研究開発機構（AMED）委託研究費（主任・新規） 万円
その他の財団などからの研究費（主任・新規） 万円
民間セクターからの寄附金等（主任・新規） 万円
文部科学省関連研究費（主任・新規以外） 7.3 万円

0.07

0.511
厚生労働省関連研究費（主任・新規以外） 147.2 万円 10.304
日本医療研究開発機構（AMED）委託研究費（主任・新規以外） 125.6 万円 8.792
その他の財団などからの研究費（主任・新規以外） 万円
民間セクターからの寄附金等（主任・新規以外） 万円

特許・
知的財産収入

特許等収入 万円 0.5
特許権出願 件数 10
実用新案権出願 件数 5
意匠権出願 件数 2.5
特許権、実用新案権取得 件数 50
意匠権取得 件数 12.5

業績発表、
独自研究

WoS掲載英文論文
　英文原著論文（筆頭筆者以外） 8 本 3 22,200 46.200
　英文原著論文（筆頭筆者） 2 本 8 8,000 24.000
　英文原著論文以外（筆頭筆者以外） 本 1
　英文原著論文以外（筆頭筆者） 本 2
和文原著論文等（筆頭筆者） 6 本 1.5 9.000
和文原著論文等（筆頭筆者以外） 2 本 1 2.000
国際学会発表（演者のみ） 13 回 2 26.000
国内学会発表（演者のみ）
＊総会、地方会、シンポジウム、一般演題含む 76 回 1 76.000

ポイント合計 238.127
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呼吸器内科
論文（邦文誌・著書）

暮部裕之，枝廣龍也，山本悠司，森山寬史，菊地利明，森　雅秀
アルミニウム鋳物鋳造業者に生じたアルミニウム肺の１例

日呼吸誌　13（1），2024　33-38

森山寛史
特集　職業性・環境関連呼吸器疾患　じん肺　2）　超硬合金肺

呼吸器内科第45巻第５号P457-463、科学評論社

学会・研究会発表（国際学会）
B22 NEW FRONTIERS IN ENVIRONMENTAL AND OCCUPATIONAL LUNG DISEASE RESEARCH / Poster 
Discussion Session / Monday, May 20/09:15 AM-11:15 AM /San Diego Convention Center
American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine 2024;209: A3103

Is Giant Cell Interstitial Pneumonia Synonymous with Hard Metal Lung Disease?
Takada T，Moriyama H，Aoki A，Shima K，Kikuchi T 

A46 DIAGNOSIS AND MONITORING OF ILD / Thematic Poster Session / Sunday, May 19/09:15 AM-04:15 
PM / San Diego Convention Center
American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine 2024;209:A1765

Real World Diagnosis, Managements and Prognosis of Fibrosing Idiopathic Interstitial Pneumonias: Nation-
wide Multicenter Prospective and Retrospective Cohort Study in Japan

Inoue Y，Akagawa S，Narumoto O，Shibayama T，Kita T，Oguri S，Owan I，Saito T，Ii T，Wakamatsu K，
Endo T，Kamimura M，Shinohara T，Tanimoto Y，Osoreda H，Kondo A，Miwa S，Sasaki S，Tsuji T，
Abe M，Koreeda Y，Hidaka K，Moriyama H，Ibata H，Sekiguchi M，Hirose M，Shimizu S，Sumikawa H，
Arai T 

学会・研究会発表（国内学会）
第64回日本呼吸器学会学術講演会（2024年４月５日～７日：横浜市）
巨細胞性間質性肺炎イコール超硬合金肺と言えるか？（ポスター発表）

森山寛史，高田俊範，青木亜美，島賢治郎，木村陽介，小屋俊之，菊地利明
日本呼吸器学会誌 13（suppl）176-176，2024.

第99回日本結核・非結核性抗酸菌症学会学術講演会（2024年５月31日～６月１日：長崎市）
当院で診断された肺Mycobacterium abscessus症についての検討

木村夕香，松山菜穂，松本尚也，森山寛史，宮尾浩美，桑原克弘，大平徹郎

第327回チェストカンファレンス（2024年９月25日）
テーマ：「PPFE」（外科手術後合併症例を含めて）

森山寛史（司会）

第３回新潟難治性感染症セミナー（2024年９月27日）
非結核性抗酸菌症治療と併存する慢性気道感染への対応

桑原克弘
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第20回新潟睡眠呼吸障害研究会（2024年10月５日：新潟市）
クライネ・レビン症候群　～当院で疑われた３症例～

松山菜穂，森山寛史，霜田由美子，土田昌美，山本直樹，菅　孝，土屋邦子，大平徹郎

第34回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会（2024年11月16日：名古屋）
呼吸ケア指導士をめぐるこの１年の動向（認定委員会報告）（ワークショップ：知る！つながる！「呼吸ケア指導士」
の今）

大平徹郎

令和６年度新潟市医師会ダイバーシティ委員会講演会・第790回新潟医学会例会シンポジウム「2024年医師の働き方
改革の現状と課題　～女性も男性も働きやすい環境を目指して～」（2024年11月21日：新潟市）

国立病院機構西新潟中央病院の現状と取り組み
大平徹郎

第36回新潟呼吸療法研究会（2024年12月14日：新潟市）
診断初期の間質性肺疾患患者における６分間歩行呼吸困難感と身体機能についての検討

長谷川雄司，森山寛史，木村夕香，大平徹郎

第２回呼吸器関連５学会合同北海道地方会
第129回日本呼吸器学会北海道支部学術集会（2025年２月24日：札幌市）

元素分析によって診断しえた歯科技工士における塵肺症の１例
若園美保，中村友彦，木村孔一，加藤憲士郎，古屋充子，市村多恵，村岡俊二，森山寬史，菊地利明，
今野　哲

講　　　演
大平徹郎

第９回新潟地区国立病院薬剤部科勉強会（2024年10月26日：新潟市）
「誰にとっても身近な迷宮「睡眠」」

大平徹郎
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会第11回呼吸ケア指導スキルアップセミナー　座学２：患者対応力を高め
るための「睡眠と呼吸」セミナー（2024年11月14日～12月27日：Web）

「ぜひ知っておきたい睡眠の基本・トピックス・医療安全」

桑原克弘
新潟市保健所主催結核・感染症研修会（2024年11月20日：新潟市）

「結核の基礎知識と現状　今後に活かしたい新型コロナの経験」

桑原克弘
新潟市薬剤師会学術講演会（2025年１月15日：新潟市）

「感染対策の基本とCOVID-19を含む呼吸器感染症への対応」

大平徹郎
第35回新潟呼吸ケアセミナー（2025年３月１日：新潟市）

「患者の視点でたどる在宅酸素療法40年（1985-2025）」
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大学等講義
桑原克弘

「感染症各論Ⅲ肺抗酸菌症」
新潟大学医学部３年生講義（2024年11月21日：新潟市）

雑誌（学術誌以外）、新聞の記事、マスコミ（TV，Radio）出演
松山菜穂

「睡眠時無呼吸について」
BSN新潟放送（2024年４月10日）

そ　の　他
大平徹郎

NPO法人新潟睡眠障害を考える会会報第15号巻頭言「睡眠ががんなどとともに日本政府の重医療課題に」
（2025年２月28日発行）

※社会貢献として2010年３月からNPO法人「新潟睡眠障害を考える会」理事長の任についています

呼吸器外科
学会・研究会発表（国際学会）

Chest 2024 （2024.10.6–10.9, Boston,U.S.A）
A Multicenter Prospective Real-World Data Survey on Treatment Strategies and Outcomes for Secondary 
Spontaneous Pneumothorax Associated with Interstitial Lung Disease

Takeuchi N，Arai T，Inoue Y，Okita R，Takeuchi Y，Metsugi H，Watanabe T，Doushita K，Sawai S，
Watanabe M，Senoo T，Kita T，Kawashima O，Kamimura M，Yatsuyanagi E，Watanabe F，Harada H 

32nd Annual Congress of the Association of Thoracic and Cardiovascular Surgeons of Asia（ATCSA） （2024.11.21–
11.24, Kuala Lumpur, Malaysia）

Analysis of 100 Consecutive Cases of Spontaneous Pneumothorax in Elderly Patients over 80 Years Old
Watanabe T，Hasebe T，Koizumi T

学会・研究会発表（国内学会）
第124回日本外科学会定期学術集会（2024年４月18日～20日：愛知県）

80歳以上の高齢者自然気胸連続100症例の手術成績
渡辺健寛，宮島美佳，古泉貴久

第41回日本呼吸器外科学会学術集会（2024年５月31日～６月１日：軽井沢）
難治性肺膿瘍に対して膿瘍内ドレナージで手術を回避し軽快した３例

渡辺健寛，宮島美佳，古泉貴久

続発性気胸に対して局所麻酔下胸腔鏡手術を行なった症例の検討
古泉貴久，宮島美佳，渡辺健寛

若年者自然気胸症例の術後再発に関する検討
宮島美佳，古泉貴久，渡辺健寛
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第28回日本気胸・嚢胞性肺疾患学会総会（2024年８月30日～31日：札幌）
当院で経験した肺リンパ脈管筋腫症（LAM）手術症例を振り返って

古泉貴久

間質性肺炎に合併した気胸症例における治療方針と治療成績の前向きリアルワールドデータ調査
（NHOネットワーク共同研究）

沖田理貴，原田洋明，新井 　徹，竹内幸康，目次裕之，渡辺健寛，堂下和志，井上義一

第65回日本肺癌学会学術集会（2024年10月31日～11月２日：横浜）
右肺３肺葉にまたがる肺癌に対して右肺全摘術を回避し完全切除した１例

渡辺健寛，長谷部利毅，古泉貴久

外科治療を施行した間質性肺炎合併肺癌の肺癌発生部位による検討
長谷部利毅，古泉貴久，渡辺健寛

第77回日本胸部外科学会定期学術集会（2024年11月１日～４日：金沢）
間質性肺炎に合併した気胸症例における治療方針と治療成績の前向きリアルワールドデータ調査（NHOネット
ワーク共同研究）～手術症例を中心とした検討

川岸耕太朗，原田洋明，井上義一，沖田理貴，竹内幸康，目次裕之，渡辺健寛，堂下和志，澤井　聡，
渡邉元嗣，妹尾　直，北　俊之，川島　修，上村光弘，八柳英治，渡邉文亮，新井　徹

第12回新潟県呼吸器外科手術手技研究会（2024年11月16日：長岡）
左肺全摘後の右気胸に対する治療戦略

長谷部利毅，古泉貴久，渡辺健寛

第197回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（2025年３月15日：東京）
左肺全摘後の右気胸に対して選択的分離肺葉換気下に胸腔鏡下肺嚢胞切除を施行した１例

長谷部利毅，古泉貴久，渡辺健寛

脳神経外科
班会議（研究）発表

厚生労働科学研究費補助金,難治性疾患等政策事業
「稀少てんかんに関する包括的研究」2022年度班会議（班長：今井克美）
（2024年10月21日：Web開催）

希少てんかんレジストリ研究　国立病院機構西新潟中央病院　報告
白水洋史

論文（英文誌）
Fukuda M，Ito Y，Ota T，Oishi M

Importance of changes in abnormal muscle response during microvascular decompression for hemifacial 
spasm.
Clinical Neurophysiol Practice 2024; 9: 112-119
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Fukuda M，Masuda H，Shirozu H，Ito Y，Ota T，Oishi M
Long-term outcomes after extended resection of low-grade epilepsy-associated neuroepithelial tumors.

World Neurosurg 196: 123836, 2025

Kitaura H，Fukushima K，Fukuda M，Ito Y，Kakita A
Pharmacological evaluation of E2730, a novel selective uncompetitive GAT1 inhibitor, on epileptiform activities 
in resected brain tissues from human focal cortical dysplasia ex vivo.

Epilepsy Res 2024; 202: 107364.

Shirozu H，Masuda H，Kameyama S
A proposed new classification system of hypothalamic hamartomas in the era of stereotactic ablation surgery.

Journal of Neurosurgery. December 13, 2024, Publish Before Print

論文（邦文誌・著書）
福多真史

「腫瘍性病変に伴うてんかんの手術，海綿状血管腫」，三輪書店，東京，2024, pp134-141.
プライム脳神経外科６，機能外科的疾患，三國信啓編集，

福多真史，太田智慶
定位脳手術における術中ナビゲーションの活用．

脳神経外科 53:349-356，2025

学会・研究会発表（国際学会）
Korean epilepsy congress 2024 （2024.6.21-22, Seoul, Korea）

Niigata Prefecture Epilepsy Support Center
Fukuda M

Usefulness of SEEG in epilepsy surgery: experiences in Nishiniigata Chuo Hospital
Fukuda M

15th European Epilepsy Congress （2024.9.7-11, Roma, Italy）
Deep learning-based diagnosis of temporal lobe epilepsy associated with hippocampal sclerosis: an MRI study.

Ito Y，Fukuda M，Matsuzawa H，Masuda H，Kobayashi Y，Hasegawa N，Kitaura H，Kakita，
Oishi M，Fujii Y

American epilepsy society 2024 annual meeting （2024.12.6-10, Los Angeles, US）
Long-term seizure outcomes after extended resection of low-grade epilepsy associated neuroepithelial tumors 

Fukuda M，Masuda H，Shirozu H，Ito Y，Ota T，Oishi M

Surgical results of MRI-guided stereotactic radiofrequency thermocoagulation in 263 patients with 
hypothalamic hamartoma.

Shirozu H，Masuda H，Kameyama S
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Chemical exchange saturation transfer imaging for preoperative assessment in drug-resistant focal epilepsy
Ito Y，Fukuda M，Ono K，Ota T，Watanabe M，Matsuda T，Hatakeyama M，Masuda H，Kitaura H，
Kakita A，Oishi M，Ikarashi H.

学会・研究会発表（国内学会）
第57回関東機能的脳外科カンファレス（2024年４月６日：東京）

中枢性疼痛に対する脊髄刺激療法Burst DR刺激の鎮痛効果の経時的変化と適切な刺激強度の検討
太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史

第44回日本脳神経外科コングレス総会（2024年５月９日～12日：名古屋）
機能脳神経外科・てんかん外科の魅力と責任－自分の興味と適性を考え直した30代－

太田智慶

第38回日本ニューロモデュレーション学会（2024年５月18日：宇都宮）
Brainlab Elementsを用いた視床下核電極留置により治療成績は向上したか

太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

第66回日本小児神経学会学術集会（2024年５月30日～６月１日：名古屋）
視床下部過誤腫の適切な診断

白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹

既往手術のある視床下部過誤腫における残存発作に対するMRガイド下定位温熱凝固術の有用性
白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹

第52回日本小児神経外科学会（2024年６月７日～８日：富山）
視床下部過誤腫に対する適切な治療方針

白水洋史，亀山茂樹

第39回日本生体磁気学会（2024年６月13日～14日：幕張）
視床下部過誤腫における脳磁図所見

白水洋史，増田　浩，亀山茂樹

第30回日本脳神経モニタリング学会（2024年６月29日：新潟）
迷走神経刺激装置植え込み術における頚部迷走神経直接刺激による術中モニタリング

太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

第58回関東機能的脳外科カンファレス（2024年８月31日：東京）
ROSA One.を⽤いたロボット⽀援下ANT-DBS 2 症例の初期経験

伊藤陽祐，福多真史，太田智慶，増田　浩，大石　誠

第57回日本てんかん学会学術集会（2024年９月12日～14日：福岡）
非ロボットガイドによるSEEGと定位温熱凝固術

白水洋史
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内側側頭葉てんかんに対するMRIガイド下選択的定位温熱凝固術
白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹

難治性焦点てんかんに対する迷走神経刺激療法の長期的な発作転帰予測因子の検討
太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

日本脳神経外科学会第83回学術総会（2024年10月16日～18日：横浜）
定位温熱凝固術の精度と術後経時的変化について

白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹

パーキンソン病に対する視床下核脳深部刺激療法におけるElements（Brainlab社）の有用性の検討
太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

第54回日本臨床神経生理学会学術大会（2024年10月24日～26日：札幌市）
大脳皮質と白質の術中モニタリングの現状と今後

福多真史，伊藤陽祐，太田智慶，平石哲也，大石　誠
	

脳神経外科手術における脳神経モニタリングの最前線
福多真史，伊藤陽祐，太田智慶，平石哲也，大石　誠

視床下部過誤腫におけるてんかん原性ネットワークの脳磁図解析
白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹

視床痛に対する脊髄刺激療法による視床−大脳皮質ネットワークへの影響
太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

第78回新潟脳神経外科懇話会（2024年12月14日：新潟市）
ROSA One.を⽤いたロボット⽀援下ANT-DBS 2 症例の初期経験

伊藤陽祐，福多真史，太田智慶，増田　浩，大石　誠

第27回日本脳神経減圧術学会（2024年２月６日：東京）
片側顔面けいれんに対する神経減圧術中のリアルタイムAMRモニタリング

福多真史，伊藤陽祐，太田智慶，大石　誠

第48回日本てんかん外科学会（2025年２月６日～７日：東京）
ロボット支援による機能神経外科の有用性

福多真史，伊藤陽祐，太田智慶，増田　浩，大石　誠

てんかん外科における定位温熱凝固術の適応
白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹

フレーム手術による定位温熱凝固術の精度
白水洋史，増田　浩，太田智慶，福多真史，亀山茂樹
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焦点てんかんに対する迷走神経刺激療法による認知機能の長期予後と変化予測因子
太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

第64回日本定位機能神経外科学会（2025年２月７日～８日：東京）
DBSデバイスをどう選ぶか−25年間290例の経験から

増田　浩，白水洋史，伊藤陽祐，太田智慶，福多真史，大石　誠

ROSA Oneを用いたロボット支援下の脳深部刺激電極留置術の初期経験
伊藤陽祐，福多真史，太田智慶，増田　浩，大石　誠

中枢性疼痛に対する脊髄刺激療法Burst DR刺激－効果予測因子と適切な刺激設定の検討－
太田智慶，伊藤陽祐，白水洋史，増田　浩，福多真史，大石　誠

講　　　演
福多真史

フィコンパ点滴静注用2mg新発売記念　インターネットライブセミナー
（2024年４月25日：web開催、新潟市）

「急性期におけるてんかん発作管理の重要性～フィコンパ点滴静注製剤への期待～」

増田　浩
第12回サマーてんかんセミナー（2024年６月23日：東京）

ビデオ症例で学ぶてんかん発作３「判別の難しい発作，非てんかん発作」

福多真史
第19回日本てんかん学会九州地方会共催セミナー２

（2024年７月13日：ハイブリッド開催：福岡市）
「ペランパネル経口剤および点滴静注剤の抗てんかん発作薬としての役割～ロボット支援によるSEEGの経
験を含めて～」

福多真史
第11回術中脳脊髄モニタリングセミナー（2023年８月17日～18日：枚方市）

「小脳橋角部病変のモニタリング（主に脳神経モニタリング）」

福多真史
第57回日本てんかん学会学術集会ランチョンセミナー（2024年９月14日～18日：福岡市）

「ロボット支援下定位機能脳神経外科手術　低侵襲てんかん治療時代の幕開け」

白水洋史
第57回日本てんかん学会学術集会（2024年９月14日～18日：福岡市）

教育講演「視床下部過誤腫−笑い発作のメカニズムと診断・治療−」

伊藤陽祐
難治性てんかんを考える会（2024年10月31日：Web開催）

「薬剤抵抗性てんかんに対する刺激療法の適応判断と効果」
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伊藤陽祐
ROSA Case Based SEEG ウェビナー（2024年11月１日：Web開催）

「小児患者へのROSA-Guided SEEGの症例経験」

福多真史
新潟県パーキンソン病デバイス治療セミナー（2024年11月28日：新潟市ハイブリッド）

「当院での脳深部刺激療法 （DBS）の現状」

福多真史
Epilepsy Web Seminar～てんかん診療Up to date～（2025年１月23日：Web開催）

「てんかん治療の最近のトピックス～てんかん外科治療の新戦略～」

白水洋史
第566回福岡臨床と脳波懇話会（2025日１月24日：福岡）

特別講演「視床下部過誤腫・笑い発作の脳波所見について」

福多真史
第13回Epilepsy education seminar in 三重～明日から役立つてんかん診療～

（2025年２月27日：Web開催）
「てんかんの診断と治療のUp to date～てんかん外科治療の新戦略～」

福多真史
ANT-DBS症例検討会（2025年３月１日：東京）

「ロボットを用いたANT-DBSの実際」

福多真史
第68回日本脳神経外科学会東北地方会ランチョンセミナー（2025年３月22日：新潟）

「機能神経外科の歴史と進歩」

福多真史
8th Tokyo Epilepsy Surgery Conference（2025年３月27日：東京ハイブリッド）

「てんかん外科の古往今来」

大学等講義
福多真史

新潟大学医学部臓器別講義（2024年12月５日：新潟大学医学部）
「機能的脳神経外科」

福多真史
公立小松大学保健医療学部　臨床工学科特別講義（2024年11月７日：公立小松大学）

「機能的脳神経外科における臨床工学士の役割」
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てんかん科
学会・研究会発表（国際学会）

15th European Epilepsy Congress （2024.9.7-9.11, Rome, Italy）
High psychiatric burdens in patients with benign adult familial myoclonus epilepsy

Hasegawa N，Tohyama J

American Epilepsy Society 2024 Annual meeting （2024.12.6-12.10, Los Angeles, USA） 
Feature of Cognitive Dysfunction in Late-Onset Temporal Lobe Epilepsy

Hasegawa N，Saito N

神経小児科
論文（英文誌）

Nyuzuki H，Ozawa J，Nagasaki K，Nishio Y，Ogi T，Tohyama J，Ikeuchi T
A severe case of cardiospondylocarpofacial syndrome with a novel MAP3K7 variant. 

Hum Genome Var 11:8, 2024. doi: 10.1038/s41439-024-00265-0 

Tamura T，Yamamoto KS，Tohyama J，Morioka I，Kanno H，Yamamoto T
Reciprocal chromosome translocation t（3;4）（q27;q31.2） with deletion of 3q27 and reduced FBXW7 
expression in a patient with developmental delay, hypotonia, and seizures. 

J Hum Genet 2024; 69: 639-644
 
Hojo M，Soma N，Yamada K，Kobayashi Y，Miura M，Fujii H，Nyuzuki H，Nishio Y，Oso T，Ogi T，Ikeuchi T，
Tohyama J

Neonatal myoclonus in Bryant-Li-Bhoj syndrome associated with a novel H3F3A variant. 
Hum Genome Var 2024; Dec 4;11（1）:45. doi: 10.1038/s41439-024-00303-x.

論文（邦文誌・著書）
小坂　仁，遠山　潤

トランスレーショナル・リサーチのすすめ
脳と発達 2024: 56; 190-192

遠山　潤，小坂　仁
患者レジストリ（疾患登録システム）の臨床開発への応用

脳と発達 2025: 57; 124-127

学会・研究会発表（国際学会）
15th European Epilepsy Congress （2024.9.8-10, Roma）

The clinical characteristics of DHDDS-related progressive myoclonus epilepsy
Kobayashi Y，Sakuma S，Hattori T，Yamada K，Hojo M，Miura M，Seki E，Tohyama J，
Kato M，Hirotomo Saitsu H，Matsumoto N



― 26 ―

15th European Epilepsy Congress （2024.9.8-10, Roma） 
Comparison of seizure induction betweenCOVID-19 vaccination and infection in Dravet syndrome. 

Miura M，Tohyama J，Fujii H，Seki E，Yamada K，Hojo M，Kobayashi Y

学会・研究会発表（国内学会）
第69回人類遺伝学会（2024年10月９日～12日：札幌）

Three cases of DHDDS-related progressive myoclonus epilepsy
Yu Kobayashi，Hitomi Fujii，Eijun Seki，Kei Yamada，Moemi Hojo，Masaki Miura，Jun Tohyama，
Mitsuhiro Kato，Hirotomo Saitsu，Naomichi Matsumoto

第28回日本小児神経学会甲信越地方会（2024年11月23日：甲府）
フェンフルラミンが著効したDHDDS遺伝子異常によるミオクローヌスてんかんの１例

小林　悠，藤井仁美，山田　慧，三浦雅樹，放上萌美，遠山　潤，加藤光広，才津浩智，松本直通

小頭症,脳形成異常,症候性てんかんで発症しＦOXG1 病的バリアントが判明した男児例
山田　慧，藤井仁美，関　衛順，三浦雅樹，放上萌美，小林　悠，入月浩美，福島　愛，遠山　潤

第57回日本てんかん学会学術集会（2024年９月14日：福岡）
ファーストライン薬で発作抑制できないとき：小児科での工夫

遠山　潤

難治てんかん性脳症をきたしたCASK異常症の男女２例
山田　慧，藤井仁美，関　衛順，放上萌美，三浦雅樹，小林　悠，加藤光広，才津浩智，松本直通，
遠山　潤

第66回日本小児神経学会学術集会（2024年５月30日～６月１日：名古屋）
異なる中枢神経外合併症を示したDRPLA姉妹例

三浦雅樹，藤井仁美，関　衛順，山田　慧，放上萌美，小林　悠，遠山　潤

KRAS体細胞バリアントを同定した線状脂腺母斑症候群の３例
山田　慧，藤井仁美，関　衛順，三浦雅樹，放上萌美，小林　悠，柿田明美，中島光子，才津浩智，
福多真史，大石　誠，遠山　潤

新生児期発症ミオクローヌスを呈したH3F3A関連神経発達症候群の一例
放上萌美，藤井仁美，関　衛順，山田　慧，三浦雅樹，小林　悠，入月浩美，池内　健，西尾洋介，
尾曽太一，荻　朋男，遠山　潤

当科における小児欠神てんかん症例の長期予後の検討
藤井仁美，関　衛順，山田　慧，放上萌美，三浦雅樹，小林　悠，遠山　潤

音声チックと鑑別を要した小児てんかん２例
関　衛順，平岩明子，藤井仁美，山田　慧，三浦雅樹，放上萌美，小林　悠，遠山　潤



― 27 ―

第239回日本小児科学会新潟地方会（2024年５月11日：新潟市）
自然終息性乳児てんかん−発作性運動誘発性ジスキネジアの家族例

藤井仁美，関　衛順，山田　慧，放上萌美，三浦雅樹，小林　悠，遠山　潤

第66回新潟小児神経学研究会（2024年７月13日：新潟市）
エクソーム解析によりKRAS体細胞バリアントを同定し得た線状脂腺母斑症候群の長期経過例

山田　慧，藤井仁美，関　衛順，放上萌美，三浦雅樹，小林　悠，加藤光広，才津浩智，松本直通，
遠山　潤

第67回新潟小児神経学研究会（2025年２月１日：新潟市）
アレイCGHで診断されたFOXG1欠失例

三浦雅樹，山田　慧，放上萌美，小林　悠，遠山　潤

講　　　演
遠山　潤

フィンテプラWebカンファレンス（2024年４月16日：WEB）
「Lennox-Gasttaut 症候群の診療－フェンフルラミンへの期待－」

小林　悠
第23回　専門職のためのてんかん研修会（2024年７月２日～30日）

「てんかん児を保育・指導するうえで知っておきたい小児てんかんの基礎知識」

遠山　潤
第23回　専門職のためのてんかん研修会（2024年７月２日～30日）

「保育園・幼稚園・学校ですごすための留意点」

遠山　潤
長野小児てんかんWebセミナー（2024年７月18日：松本市）

「Lennox-Gastaut 症候群の診療」

遠山　潤
レノックス・ガストー症候群を語る会（2024年８月28日：WEB）

「Lennox-Gastaut 症候群の診断と治療－フェンフルラミンへの期待－」

遠山　潤
Lennox-Gastaut syndrome Clinical Conference in 北陸（2024年９月25日：WEB）

「Lennox-Gastaut 症候群の診断と治療－フェンフルラミンへの期待－」

遠山　潤
てんかん診療連携セミナー　～成人期Lennox-Gastaut診療を考える会～（2024年11月14日，WEB）

「Lennox-Gastaut 症候群の診断と治療－フェンフルラミンへの期待－」

遠山　潤
難治性てんかん疾患啓発・連携促進セミナーfrom徳島（2024年11月19日：WEB）

「Lennox-Gastaut 症候群の診断と治療－フェンフルラミンへの期待－」
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遠山　潤
難治性てんかん診療Webセミナー（2024年11月27日：WEB）

「Lennox-Gastaut 症候群の診断と治療－フェンフルラミンへの期待－」

遠山　潤
第11回若手のためのてんかん外科実践セミナーin九州・沖縄（2025年１月26日：福岡市）

「てんかんの遺伝的病因と外科治療：病的変異の基礎と各論」

遠山　潤
第23回てんかんプライマリーセミナー（2025年１月30日：WEB）

「小児神経の視点から考えるてんかん臨床の実際とポイント」

脳神経内科
論文（英文誌）

Gabdulkhaev R，Shimizu H，Kanazawa M，Kuroha Y，Hasegawa A，Idezuka J，Tainaka K，
Onodera O，Kakita A

Blood-brain barrier dysfunction in multiple system atrophy: A human postmortem study
Neuropathology. 2024 Dec 12. doi: 10.1111/neup.13021. Online ahead of print..

論文（邦文誌・著書）
黒羽泰子，高橋哲哉，荒井祐生，吉野美穂子，春日健作，長谷川有香，松原奈絵，小池亮子，池内　健
認知症を伴うパーキンソン病の発症と関連する臨床的特徴，神経心理所見および脳血流低下部位

臨床神経，64：623－631，2024

学会・研究会発表（国内学会）
第65回日本神経学会学術大会（2024年５月29日～６月１日：東京）

脳アミロイドアンギオパチー関連炎症における脳脊髄液バイオマーカーの解析
德武孝允，春日健作，月江珠緒，石黒敬信，五十嵐一也，小野寺理，池内　健

パーキンソン病における軽度認知機能障害と脳血流シンチグラムの特徴
黒羽泰子，荒井祐生，吉野美穂子，小林彩夏，斎藤奈つみ，若杉尚宏，德武孝允，春日健作，
長谷川有香，髙橋哲哉，池内　健

Distinct patterns of olivopontocerebellar system degeneration in two patients with late-onset MSA
Ozawa M，Saito R，Konno T，Kuroha Y，Takahashi T，Koide R，Fujimoto S，Onodera O，
Kakita A

高齢発症パーキンソン病患者の臨床的特徴と転帰に影響する因子についての検討
長谷川有香，石山彩夏，齋藤奈つみ，若杉尚宏，德武孝允，黒羽泰子，髙橋哲哉

第154回日本内科学会信越地方会（2024年６月１日：上越市）
若年性脳梗塞の発症からCarotid web の診断に至った38歳男性例

出塚真史，王　倩楠，柏木健太，荻根沢真也，安藤昭一朗，大津　裕，石黒敬信，佐治越爾，金澤雅人，
小野寺理
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第18回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（2024年７月11日～13日：宇都宮市）
パーキンソン病患者における、睡眠障害と長期臨床経過との関係

長谷川有香，石山彩夏，齋藤奈つみ，若杉尚宏，德武孝允，黒羽泰子，髙橋哲哉

パーキンソン病患者の疼痛に対する治療の現状
若杉尚宏，石山彩夏，齋藤奈つみ，德武孝允，黒羽泰子，長谷川有香，髙橋哲哉

第28回下越神経内科研究会（2024年９月９日：新潟）
メキシレチン塩酸塩による治療で改善を認めた非ジストロフィー性ミオトニー症候群の１例

若杉尚宏，出塚真史，齋藤奈つみ，德武孝允，黒羽泰子，長谷川有香，髙橋哲哉

第43回日本認知症学会学術集会（2024年11月21日～23日：郡山市）
脳アミロイドアンギオパチー関連炎症における脳脊髄液バイオマーカー

德武孝允，春日健作，月江珠緒，石黒敬信，五十嵐一也，小野寺理，池内　健

パーキンソン病に伴う認知症の発症の予測に有用な認知機能評価スケールの検討
黒羽泰子，荒井祐生，吉野美穂子，斎藤奈つみ，若杉尚宏，德武孝允，春日健作，長谷川有香，髙橋哲哉，
池内　健

講　　　演
德武孝允

進行期パーキンソン病研究会in新潟（2024年６月13日：新潟）
「当院での進行期PD治療」

長谷川有香
パーキンソン病診療を考える会in新潟（2024年６月20日：新潟）

「パーキンソン病の薬物治療－当院のサフィナミドの使用経験を踏まえて－」

長谷川有香
PD Expert Lecture in Niigata（2024年６月25日：新潟）

「より良いパーキンソン病診療を目指して－当院ならではの特徴を生かしたセンターの取り組み－」

若杉尚宏
第９回パーキンソン病を知ろう！（2024年６月25日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 病態編

若杉尚宏
第９回パーキンソン病を知ろう！（2024年６月25日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 治療編

若杉尚宏
令和６年度パーキンソン病等患者・家族の集い（2024年６月26日：十日町）

「パーキンソン病とパーキンソン症候群の理解」
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德武孝允
国立病院機構西新潟中央病院　病院祭（2024年７月７日：当院）

「認知症について」

髙橋哲哉
令和６年度介護支援専門員のための難病患者支援従事者研修会（2024年７月17日：WEB）

「難病患者支援のための基礎知識」

長谷川有香
PD Expert Seminar in Nagaoka （2024年８月28日：長岡）

当院のパーキンソン病診療に関する最近の話題

若杉尚宏
パーキンソン病多職種連携ケアサポート（PST）勉強会（2024年９月17日：当院）

「パーキンソン病の最新治療について－ヴィアレブⓇ－」

德武孝允
パーキンソン病患者さんと家族のための研修会（2024年９月17日～30日：WEB配信）

「パーキンソン病の薬物療法」

若杉尚宏
第10回パーキンソン病を知ろう！（2024年９月24日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 病態編

出塚真史
第10回パーキンソン病を知ろう！（2024年９月24日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 治療編

黒羽泰子
第６回新潟パーキンソン病研究会（2024年10月10日：有壬記念館）

「パーキンソン病に伴う認知症の発症を予測する試み」

若杉尚宏
第１回西新潟中央病院パーキンソン病オンラインセミナー（2024年11月25日～12月９日：当院）

「パーキンソン病について」

若杉尚宏
第11回パーキンソン病を知ろう！（2024年12月24日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 病態編

出塚真史
第11回パーキンソン病を知ろう！（2024年12月24日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 治療編
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若杉尚宏
第12回パーキンソン病を知ろう！（2025年３月25日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 病態編

出塚真史
第12回パーキンソン病を知ろう！（2024年３月25日：当院）

パーキンソン病と診断された人のための講演会 治療編

大学等講義
黒羽泰子

新潟難病サポートプロジェクト・出前教室（2024年７月４日：新潟県立西高等学校）
「難病について知って欲しいこと」

髙橋哲哉
院内認定神経筋難病専門医療者研修（2024年７月９日：当院）

「神経難病の病態・検査・治療について」

若杉尚宏
新潟難病サポートプロジェクト・出前教室（2024年10月４日：新潟県立新潟西高等学校）

「難病について知って欲しいこと」

齋藤奈つみ
新潟難病サポートプロジェクト・出前教室（2024年10月17日：新潟県立三条東高等学校）

「難病について知って欲しいこと」

若杉尚宏
2024年度新潟市難病従事者研修（2024年11月８日：当院）

「疾患の理解」

長谷川有香
院内認定神経筋難病専門医療者研修（2024年11月19日：当院）

「ALS、多系統萎縮症、筋疾患」

長谷川有香
新潟大学医学部医学科 神経学講義ユニット22（2024年12月３日：新潟大学）

「パーキンソン病－最近の診療と多職種連携－」

Ｃ　Ｐ　Ｃ
黒羽泰子

第593回新潟脳神経臨床病理検討会（2024年４月17日：新潟大学脳研究所神経病理）
「２回の長大病変を再発した脊髄炎の97歳女性例」

若杉尚宏
第595回新潟脳神経臨床病理検討会（2024年５月22日：新潟大学脳研究所神経病理）

「パーキンソン病の１例」
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長谷川有香
第603回新潟脳神経臨床病理検討会（2024年11月７日：新潟大学脳研究所神経病理）

「球脊髄性筋萎縮症の１例」

長谷川有香
第607回新潟脳神経臨床病理検討会（2025年１月９日：新潟大学脳研究所神経病理）

「精神発達遅滞を伴う常染色体潜性痙性対麻痺（SPG30）と常染色体顕性脊髄小脳変性症（SCA31）の１例」

雑誌（学術誌以外）、新聞の記事、マスコミ（TV，Radio）出演
長谷川有香

「神経難病の方々の“生きる”を多職種で支える」
新潟県難病医療ネットワーク　ニュースレター No.27（2024年12月３日）

整形外科・小児整形外科
論文（邦文誌・著書）

榮森景子
重症心身障害児のpeak bone massはいつなのか

日本小児整形外科学会雑誌,　33（2）：233-235,　2024

学会・研究会発表（国内学会）
第68回日本リウマチ学会総会・学術集会（2024年４月18日～20日：神戸）

関節リウマチ（RA）加療中に進行性多巣性白質脳症（PML）を発症した１例
藤澤純一

第35回日本小児整形外科学会学術集会（2024年12月13日～14日：福岡）
重症心身障害児の麻痺性股関節脱臼は何が困るのか　～成人脳性麻痺患者における股関節自然経過～

榮森景子

講　　　演
榮森景子

新潟痙縮治療セミナー2024（2024年７月17日：新潟市）
「成人期のより良いADLを目指して～小児期に行うべき痙縮治療～」

看　護　部
学会・研究会発表（国内学会）

第99回日本結核・非結核性抗酸菌症学会　学術講演会（2024年５月31日～６月１日：東京都）
看護師保健師間結核連絡票の改訂

長谷川梨絵

第14回関東信越グループ神経・筋疾患ネットワーク研究会（2024年６月14日：千葉県）
住み慣れた場所で生活するために医療者ができること
～患者の持てる力を～最大限に引き出すために～

松村尚之
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神経内科病棟におけるセル看護提供方式の取り組み
宇佐美翔子

第11回JADEC年次学術集会（2024年７月20日～21日：京都府）
コロナ禍が落ち着きつつある状況で再開された新潟小児糖尿病キャンプ実施報告

小林美恵子

第78回国立病院総合医学会（2024年10月18日～19日：大阪府）
重症心身障害児者の爪切りによる外傷が生じた現状と分析

橋口　香

食事拒否が出現した重症心身障害児者へのアプローチ～再び経口摂取ができるようになるまでの11 ヶ月～
高橋小百合

　
自病棟におけるレベル０ヒヤリ・ハット報告件数の増加に向けた要因分析

今井友博

神経内科病棟の退院指導の現状
頓所史恵

褥瘡予防マニュアル遵守に向けた業務改善～患者に合った褥瘡予防ケアをするために～
渡邉晶子

外来治療を受けるがん薬物療法患者を支えるための取り組み
星野睦美

新型コロナウイルス感染症が同一部署で27名に院内伝播した事例から見えた課題
加藤留美

　
第12回全国てんかんセンター協議会総会（2024年３月22日～23日：石川県）

長時間ビデオ脳波検査のミニ検討会を行って活動報告
長谷川梨絵

講　　　演
風間　剛

新潟県看護協会（2024年10月７日）
「看護師による出前研修」研修会

矢尾板聖美
新潟県看護協会（2024年11月５日）

慢性呼吸器疾患看護「看護師が行う吸入療法～気管支喘息とCOPDを中心に～」

太田直之
新潟市保健所　保健管理課感染対策室（2024年11月20日）

当院における結核患者の現状と地域移行支援
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加藤留美
新潟市薬剤師会学術講演会　丸石製薬株式会社（2024年１月15日）

大学等講義
佐藤みづほ

新潟薬科大学附属医療技術専門学校（2024年５月15日）
看護の統合「看護管理・医療安全」

加藤留美
新潟市保健所　保健管理課感染対策室（2024年５月～11月）

令和６年度高齢者施設における感染予防対策リーダー養成研修会

小林美恵子
国立病院機構新潟病院附属看護学校（2024年５月～６月）

小児看護学　健康障害のある子どもの看護（在宅支援）

川村　梢
国立病院機構新潟病院附属看護学校（2024年５月～９月）

成人看護学　運動機能障害のある成人の看護

風間一枝
国立病院機構新潟病院附属看護学校（2024年６月～10月）

地域・在宅で療養する対象の看護

伊部まりこ
新潟県看護協会（2024年７月６日）

訪問看護従事者研修会

加藤留美
新潟大学大学院保健学研究科（2024年10月４日，25日，26日）

令和５年度感染管理認定看護教育課程（Ｂ課程）
「職業感染管理：結核の予防と暴露後対応、N95マスクフィットテスト」
「感染防止技術：個人防護部着脱訓練」

川瀬洋子、岩渕千春、成澤秀子
新潟市保健所（2024年11月８日）

令和６年度新潟市難病従事者研修

小甲亜寿香
国立病院機構新潟病院（2024年11月30日）

日本救急医学会ICLSコース

加藤留美
フィットテスト研究会（2024年11月30日）

第43回フィットテストインストラクター養成講座
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中村萌乃
国立病院機構西新潟中央病院（2024年11月25日～12月９日）

国立病院機構西新潟中央病院パーキンソン病オンラインセミナー
パーキンソン病診療の第一歩

成澤秀子
社会福祉法人更生慈仁会　在宅介護支援センターはまゆう（2025年３月12日）

在宅介護を支える訪問看護

薬　剤　部
論文（邦文誌・著書）

浮谷　聡，高橋　郷，本田泰斗，飯塚雄次，佐々木駿一，盛川敬介，餅原弘樹，内坪敬太，田島　亮，石原由起子，
濃沼政美，松井礼子

2023年度がん診療連携拠点病院等における外来がん治療部門の薬剤師業務と地域連携に関する実態調査
日本臨床腫瘍薬学会雑誌，39：38-47，2025

学会・研究会発表（国内学会）
第16回日本臨床試験学会学術集会総会（2025年２月28日～３月１日：神奈川）

使用成績調査に関する医療機関の実施体制の調査および医師・薬剤師への意識調査
盛川敬介，近藤直樹，佐藤ソメヨ，直井隆浩，齊藤達也，坂本有加，濃沼政美，渡邉達也

第14回日本臨床腫瘍薬学会学術大会2025（2025年３月15日～16日：神奈川）
2024年度がん診療連携拠点病院等における外来がん治療部門の薬剤師業務に関する実態調査

盛川敬介，高橋　郷，本田泰斗，飯塚雄次，石原由起子，上ノ段友里，浮谷　聡，内坪敬太，小枝伸行，
長渡亜子，畠山智明，本田雅志，松浦綾子，餅原弘樹，濃沼政美，樋口昇大，松井礼子

講　　　演
花垣諒太

第９回早期PD勉強会（2024年６月25日：当院）
「お薬との付き合い方」

花垣諒太
パーキンソン病患者さんと家族のための研修会（2024年９月17日～30日：オンライン）

「専門職が答える質問回答コーナー」

蓮田赳大
院内３病棟講義（2024年９月18日）

「３病棟勉強会（抗がん剤の特徴・制吐剤・血管外漏出について）」

花垣諒太
第10回早期PD勉強会（2024年９月24日：当院）

「抗PD薬の副作用」
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佐藤亜希穂
肺がんセミナー（2024年９月28日：新潟市）

「がん治療とセルフケア～がん治療の上手な付き合い方～」

山本輝尚
第28回てんかんに関する臨床検査技師研修会（2024年10月１日～31日：当院）

「抗てんかん薬の基礎知識」

山本輝尚
院内認定てんかん専門コース（2024年10月24日：当院）

「抗てんかん薬の作用・副作用」

山本輝尚
第28回てんかんに関する看護師研修会（2024年11月１日～30日：当院）

「抗てんかん薬の基礎知識」

花垣諒太
院内認定専門医療者研修（2024年11月12日：当院）

「重症心身障害者の緩和ケア」

花垣諒太
パーキンソン病診療の第一歩（2024年11月25日～12月９日：オンライン）

「パーキンソン病の薬物治療について」

山本輝尚
ICT勉強会（2024年12月18日～2025年１月15日：当院）

「抗菌薬の考え方と使い方」

花垣諒太
第11回早期PD勉強会（2024年12月24日：当院）

「抗PD薬の副作用」

花垣諒太
2024年度看護部院内教育研修レベルⅠ（2025年１月31日：当院）

「静脈注射レベル３前期」

佐藤亜希穂
連携充実加算研修（2025年２月３日～７日：オンデマンド配信）

「がん薬物療法による悪心・嘔吐と2023年度改訂制吐薬適正使用ガイドラインについて」

花垣諒太
第12回早期PD勉強会（2025年３月25日：当院）

「抗PD薬の副作用」
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臨床検査科
学会・研究会発表（国内学会）

第52回国臨協関信支部学会（2024年９月７日：国立がん研究センター中央病院）
神経変性疾患における心電図検査結果の検討

土田昌美，中村良幸，髙橋裕美，山本直樹，土屋邦子，田村里美，霜田由美子，森田千穂，假屋　敦，
佐藤裕子，川上喜久

Ｄダイマー試薬の基礎的検討及び機種間差について
横山拓成，加藤梨紗，今井佳子，加藤　輝，佐藤裕子，川上喜久

リハビリテーション科
論文（邦文誌・著書）

渋谷亮仁
第２章　疾患・障害別アセスメント－導入における考え方５　神経筋疾患－テクノロジーを活用した支援

OTジャーナル，58（8）：706-711，2024

学会・研究会発表（国内学会）
第18回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（2024年７月11日～13日：宇都宮）

パーキンソン病患者の在宅移行支援－退院前後での訪問指導を多職種で実施した例－
阿部ななみ，須貝幸起，渋谷亮仁，桑原真実，松村尚之，長谷川有香，髙橋哲哉

第６回日本在宅医療連合学会総会（2024年７月20日～21日：千葉）
在宅ケア体験フェスタ⑩意思伝達装置（スイッチ入力）

渋谷亮仁，河津　聡，小林大作，植田友貴

日本スポーツ整形外科学会2024（2024年９月12日～13日：東京）
投球70球後のストレッチングが棘下筋、広背筋、僧帽筋の筋硬度に及ぼす影響

椿　颯太，高橋一平，星川恭賛，村成　幸

投球70球と直後のストレッチが肩回旋可動域、筋力に及ぼす影響
高橋一平，椿　颯太，星川恭賛，村成　幸

新潟看護ケア研究学会第16回学術集会プログラム（2024年10月26日：Live開催）
医療的ケア児・者と家族と保健医療福祉専門職が共に考える「災害へのそなえガイドブック作成への取り組み」

阿部ななみ，田中美央，小林宏至，笠原　淳，平岡　司，齋藤智子，遠山　潤

第12回全国てんかんセンター協議会総会（2025年３月22日～23日：金沢）
認知機能障害のため休職した女性に対して，多職種が連携して復職を支援した１例

荒井祐生，髙橋敬三，長谷川直哉，伊藤陽祐
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講　　　演
吉野美穂子

新潟県・新潟市難病相談支援センターピアサポート研修会（2024年５月25日：当院）
「難しいと感じる場面でどう寄り添うか」

須貝幸起
第９回パーキンソン病を知ろう！パーキンソン病と診断された人のための講演会（2024年６月25日：当院）

「パーキンソン病のリハビリテーション」～診断された方とご家族に向けて

須貝幸起
第18回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（2024年７月11日～13日：宇都宮）

サブプログラム　多職種連携の集い　シンポジスト

須貝幸起
第10回パーキンソン病を知ろう！パーキンソン病と診断された人のための講演会（2024年９月24日：当院）

「パーキンソン病のリハビリテーション」～診断された方とご家族に向けて

吉野美穂子
西新潟中央病院登録医大会（2024年10月30日：当院）

「認知症高齢者の運転問題を考える－高齢者と家族を交通事故から守るために」

渋谷亮仁
公益社団法人新潟県作業療法士会，新潟県・新潟市難病相談支援センター主催
難病ICTコミュニケーション支援講座（2024年11月23日：新潟市）

「公的支援制度の種類と利用上の注意」

阿部ななみ
第１回西新潟中央病院パーキンソン病オンラインセミナー
パーキンソン病診療の第一歩－当院でのPD診療の取り組みの紹介－

（2024年11月25日～12月９日，オンライン）
「パーキンソン病の運動療法について－当院の取り組みの紹介－」

吉野美穂子
令和６年度新発田地域振興局健康福祉環境部第２回神経難病セミナー（2024年11月28日：新発田市）

「難病（ALS）患者の心理的支援と意思決定支援」

渋谷亮仁
新潟県作業療法士会主催スキルアップセミナー（2024年12月７日：ハイブリッド）

「作業療法士が行う生活環境支援－PDとALSに関わる病院OTの視点を基に－」

渋谷亮仁
日本作業療法士協会主催重点課題研修　作業療法士に求められる生活環境支援の知識と技術

（2024年12月22日：オンライン）
「作業療法士が行う生活環境支援－PDとALSに関わる病院OTの視点を基に－」
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須貝幸起
第11回パーキンソン病を知ろう！パーキンソン病と診断された人のための講演会（2024年12月24日：当院）

「パーキンソン病のリハビリテーション」～診断された方とご家族に向けて

渋谷亮仁
日本作業療法士会生活環境支援推進室主催セミナー作業療法士が行うICT活用支援

（2025年２月15日～16日：熊本）
「公的支援制度の種類と利用上の注意」

須貝幸起
第12回パーキンソン病を知ろう！パーキンソン病と診断された人のための講演会（2025年３月25日：当院）

「パーキンソン病のリハビリテーション」～診断された方とご家族に向けて

大学等講義
渋谷亮仁

新潟大学工学部２年生講義（2024年５月23日）
「テクノロジーで生活を作る－作業療法士が行うICT/AT活用支援－」

渋谷亮仁
晴陵リハビリテーション学院２年生講義（2024年６月６日）

「テクノロジーで生活を作る－作業療法士が行うICT/AT活用支援－」

雑誌（学術誌以外）、新聞の記事、マスコミ（TV，Radio）出演
山田規央

まいにちふむふむＪ
「「お互いさま」を大切に」発足60年　元青年海外協力隊員に聞く

新潟日報朝刊　23面（2025年３月30日）

療育指導室
学会・研究会発表（国内学会）

国立病院総合医学会（2024年10月19日：大阪）
療養介護病棟における支援ニーズに関する情報共有シートの効果

榎本拓哉，宇佐美翔子，佐藤宇忠太，赤塚敬太，川﨑僚太郎

地域医療連携部
講　　　演

吉田　大輔
Informed Consent Conference（2024年11月26日：北海道，web開催）

「抗線維化薬導入時に関わる医療費助成制度」
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事　務　部
論文（邦文誌・著書）

叶谷信治雄
HIS系システムにおけるFirewall設定状況調査Survey on Firewall settings in HIS systems

医療情報学会　第44巻第４号（2024）

学会・研究会発表（国内学会）
第78回国立病院総合医学会（2024.10.18 ～10.19：大阪）

Microsoft Teamsを利用したSEレベル向上を目指したQC活動、および第４期HOSPnet移行に向けた情報共有に
ついて

叶谷信治雄，白永由紀子，上間康広

ミニマムコストを目指した第４期HOSPNET移行事例について
叶谷信治雄

第44回医療情報連合大会（第25回日本医療情報学会学術大会）（2024.11.21 ～11.24：福岡）
HIS系部門システムにおける保守回線の運用実態について　The Actual Operation of Maintenance Networks in 
the HIS Department Systems

叶谷信治雄
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2024年度　新潟薬科大学附属医療技術専門学校講義

氏　　名 講　　　義　　　日 科　　　目

大平　徹郎 ６月19日 老年の疾病と治療

遠山　　潤 ４月22日 小児の疾病と治療

福多　真史 ６月10日、６月17日 疾病の予防と治療Ⅱ

藤澤　純一
６月12日、６月19日、６月26日、
７月３日、７月17日、
６月17日、７月１日、７月８日

外傷救急医学Ⅲ
疾病の予防と治療Ⅱ

榮森　景子 ５月27日、６月３日 疾病の予防と治療Ⅱ

德武　孝允 ７月23日 疾病の予防と治療Ⅱ

齋藤奈つみ ７月18日 疾病の予防と治療Ⅱ

若杉　尚宏 ７月19日 疾病の予防と治療Ⅱ

放上　萌美 ６月10日 小児の疾病と治療

藤井　仁美 ５月８日 小児の疾病と治療

関　　衛順 ４月25日 小児の疾病と治療

三浦　雅樹 ４月23日 小児の疾病と治療

山田　　慧 ４月24日 小児の疾病と治療

小林　　悠 ５月２日、５月23日 小児の疾病と治療

佐藤みづほ ５月15日 看護管理・医療安全

西村　弘恵 ５月22日 看護管理・医療安全

川上　喜久 ５月14日 OSCE
（客観的臨床能力試験）



教育・研修活動
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市民講演会等
市民講演会（第12回　病院祭プログラム）

１）開催期間：2024年７月７日　13：30 ～15：30
２）開催形式：当院ラベンダーホール
３）内容：
　　　講演１：成人てんかんの診断と治療～ロボット支援てんかん外科手術も含めて～
� 臨床研究部長　福多　真史
　　　講演２：認知症について� 脳神経内科医長　德武　孝允
　　　講演３：肺がんの薬物療法� 呼吸器内科医長　松本　尚也

パーキンソン病センター市民講演会
～パーキンソン病患者さんと家族のための研修会～

１）開催期間：2024年９月17日～30日
２）開催形式：web開催
３）内容：
　　　講演１：パーキンソン病の薬剤治療について� 脳神経内科医師　　德武　孝允
　　　講演２：最新のテクノロジーでパーキンソン病手術を革新� 脳神経外科医師　　伊藤　陽祐
　　　講演３：パーキンソン病と栄養～治療を支える食事のはなし～� 管理栄養士　　武田　菜摘
　　　講演４：パーキンソン病の食事とコミュニケーションについて� 言語聴覚士　　藤野　栞菜

第32回肺がん治療センター市民講演会
～肺がんセミナー～

１）開催期間：2024年９月28日　13：00 ～15：00
２）開催形式：当院ラベンダーホール
３）内容：
　　　講演１：肺がん診療ガイドラインの解説� 肺がん治療センター長　渡辺　健寛
　　　講演２：緩和ケアってどんなケア？� がん性疼痛認定看護師　星野　睦美
　　　講演３：がん治療とセルフケア～がん治療の上手な付き合い方～� 調剤主任　佐藤亜希穂

てんかんセンターWebセミナー2024
１）開催期間：2024年11月10日～23日
２）開催形式：web開催
３）内容：
　　　成人てんかんの診断� 精神科医長　　長谷川直哉
　　　小児てんかんの診断� 小児科医長　　小林　　悠
　　　てんかんの画像診断� 脳神経外科医長　　伊藤　陽祐
　　　てんかんの脳波診断� 生理学研究室長　　白水　洋史
　　　成人てんかんの薬物治療� 臨床検査科長　　増田　　浩
　　　小児てんかんの薬物治療� 副院長　　遠山　　潤
　　　てんかんの外科治療� 臨床研究部長　　福多　真史
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パーキンソン病センターオンラインセミナー
～パーキンソン病診療の第１歩～
当院でのPD診療の取り組みの紹介

１）開催期間：2024年11月25日～12月９日
２）開催形式：web開催
３）内容：
　　　講演１：パーキンソン病の内科的治療について� 脳神経内科医師　　若杉　尚宏
　　　講演２：パーキンソン病の看護について� 看護師・パーキンソン病療養指導士　　中村　萌乃
　　　講演３：パーキンソン病の薬物療法について� 薬剤師　　花垣　諒太
　　　講演４：パーキンソン病の運動療法について� 理学療法士・パーキンソン病療養指導士士　　阿部ななみ

第79回てんかんセンター市民講演会
～てんかん患者さんとご家族のための研修会～

１）開催期間：2025年３月17日～31日
２）開催形式：web開催
３）内容：
　　　講演１：てんかんってどんな病気でしょう� 副院長　　遠山　　潤
　　　講演２：その症状、てんかんかもしれません� 臨床検査科長　　増田　　浩

第33回肺がん治療センター市民講演会
～肺がんセミナー～

１）開催日時：2025年３月22日　13：00 ～15：00
２）開催場所：当院ラベンダーホール
３）内容：
　　　講演１：ここまで進歩した肺がんの薬物療法� 呼吸器内科医長　　松本　尚也
　　　講演２：肺がん転移に立ち向かう最新放射線治療� 放射線科　　楚山　真樹
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看　護　部
院 外 研 修

看護学生・研修生受入状況
１．実習受入状況（2024年度）

学　校　名 実習名 学年 日数 部署・病棟 人数 述べ人数（名）

新潟薬科大学
基礎Ⅰ １学年 ３日間 １，２，３，４，６，７病棟 ４～５名 78
基礎Ⅱ ２学年 ７日間 ３，４，５，６，７病棟 ６名 270

地域・在宅 ２学年 ７日間（２クール） 訪問看護 ２名 29
新潟青陵大学 地域 ３学年 ７日間（３クール） 訪問看護 ２名 42

新潟薬科大学
医療技術専門学校

小児 ３学年 ５日間（８クール） １，６病棟 ２～６名 281
成人Ⅱ ３学年 ９日間（２クール） ３，５，６，７病棟 ４～６名 242
成人Ⅲ ３学年 ９日間（３クール） ３病棟 ６～７名 149
統合 ３学年 ７日間 １，２，３，５，６，７病棟 ７名 255

看護リハビリ
新潟保健医療

専門学校

基礎Ⅰ １学年 ７日間 ６病棟 ６名 42
基礎Ⅱ ２学年 11日間 ４病棟 ６名 62

回復期・慢性期 ２学年 10日間（２クール） ４，６病棟 ６名 120
急性期・周手術期 ２学年 ８日間 ３病棟，OP ５名 39

小児 ３学年 ４日間（７クール） １，２病棟，外来 ２～３名 151
終末期 ３学年 10日間（４クール） ５，７病棟 ６名 215

統合実習 ３学年 ７日間 ４病棟 ４名 27

三条看護・医療・
歯科衛生専門学校

基礎Ⅰ－１ １学年 ２日間 ４，５病棟 ６名 24
基礎Ⅰ－２ １学年 ４日間 ３，６病棟 ３名 24

成人・老年Ⅰ ２学年 ５日間（３クール） ３，４病棟 ３～６名 64
小児 ３学年 ４日間（８クール） １，２病棟，外来 ３～４名 97
統合 ３学年 10日間（２クール） ３，４病棟 ３～４名 70

国際メディカル
専門学校

小児 ３学年 １日間（21クール） １，２病棟，外来 ３～４名 79

延べ人数　合計 2,360

２．受託実習受入状況
依　　　頼　　　先 実　　　習　　　名 期　　間 人数

新潟大学大学院保健学研究科
保健医療高度専門職教育センター

感染管理認定看護師教育課程
（Ｂ課程：特定行為含む） 11/22 ～12/27 ２

長岡崇徳大学教育センター
認知症看護認定看護師教育課程

（Ｂ課程）
11/5 ～12/27 ２

新潟県看護協会 訪問看護関連研修における施設実習
8/9，9/2 ～3，

9/18 ～19，9/27
４

新潟県看護協会
認定看護管理者教育課程
セカンドレベル臨地実習

7/9 １

2024年度てんかんに関する看護師研修会
１）開催期間：2024年11月１日～11月30日
２）開催形式：web開催
３）参加人数：592名　78施設（NHO 41施設　NC ３施設　その他34施設）
４）講義内容：
　　てんかんの基礎� 臨床検査科長　　増田　　浩
　　小児てんかんの診断と治療� 小児科医長　　小林　　悠
　　成人てんかんの診断と治療� 精神科医長　　長谷川直哉
　　てんかんの外科治療� 臨床研究部長　　福多　真史
　　抗てんかん薬の基礎知識� 薬剤師　　山本　輝尚
　　小児てんかんの看護� 看護師　　田巻　麻子
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　　成人てんかんの看護� 看護師　　橋口　　香
　　重症心身障害児・者の看護� 看護師　　松田　優樹
� 看護師　　平田　彩未
　　周手術期患者の看護� 看護師　　加藤　慎吾
　　てんかん診療支援コーディネーターの役割� 医療社会事業専門職　　吉田　大輔
　　脳波検査の基礎� 臨床検査技師　　霜田由美子

薬　剤　部
てんかんに関する臨床検査技師研修会・てんかんに関する看護師研修会

１）開催期間：2024年10月１日～2024年10月31日（臨床検査技師研修会）
　　　　　　：2024年11月１日～2024年11月30日（看護師研修会）
２）開催形式：web開催
３）研修内容：「抗てんかん薬の基礎知識」� 薬剤師　　山本　輝尚

外来がん化学療法研修会
１）開催期間：2025年２月３日～2025年２月７日
２）研修内容：「がん薬物療法による悪心・嘔吐と2023年度改訂制吐薬適正使用ガイドラインについて」
� 薬剤師　　佐藤亜希穂

抗菌薬適正使用支援研修
１）開催期間：2024年12月18日～2025年１月15日
２）研修内容：「抗菌薬の考え方と使い方」� 薬剤師　　山本　輝尚

パーキンソン病患者さんと家族のための研修会
１）開催期間：2024月９月17日～2024月９月30日
２）研修内容：「専門職が答える質問回答コーナー」� 薬剤師　　花垣　諒太

臨床検査科
臨 地 実 習

臨床検査科臨地実習
１）実習生所属・人数・教育実習期間：
　・新潟薬科大学付属医療技術専門学校　臨床検査技師科　３年生　３名
　　　2024年５月27日～８月30日（13週間）
　・新潟医療福祉大学　医療技術学部　臨床技術学科　　　４年生　１名
　　　2024年７月１日～７月29日（20日間）
２）教育実習担当：臨床検査業務全般：臨床検査技師
３）臨地実習を受け入れての感想
　・�新潟薬科大学付属医療技術専門学校から３名、新潟医療福祉大学から１名の実習生を受け入れた。当院の診療（呼

吸器疾患、てんかんなど）に即した検査項目を中心に実習を行い、実習を通じて病院機能を感じ取ってもらえた
と思っている。

４）今後の教育研修計画
　・�基本的な研修計画は、今年度と変わりはない。基礎技能に加え、当院の専門性を活かした質の高い臨床実習を提

供できるよう計画を立てる。
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５）当院での研修のあり方
　・�臨地実習は、学校内での学習内容を踏まえて、実際の医療現場を体験する貴重な場であると考える。職業人とし

ての基本スキル（検査技術、コミュニケーションスキル）のみならず、その後に専門分野のスペシャリスト（各
種の認定技師）を目指すことの必要性も理解してもらえるような指導に努める。

� （報告者　臨床検査技師長　川上　喜久）

（第28回）2024年度 てんかんに関する臨床検査技師研修会
１）開催期間：①2024年10月１日（火）～10月31日（木）までの間
　　　　　　　②2024年11月15日（金）10時～16時30分
２）開催形式：①web開催（YouTubeを用いたオンデマンド配信）
　　　　　　　②集合型実習（①を受講した者）
３）研修内容：①
　　　　てんかんの基礎� 臨床検査科長　　増田　　浩
　　　　小児てんかんの診断と治療� 小児科医長　　小林　　悠
　　　　成人てんかんの診断と治療� 精神科医長　　長谷川直哉
　　　　てんかんの外科治療� 臨床研究部長　　福多　真史
　　　　抗てんかん薬の基礎知識� 薬剤師　　山本　輝尚
　　　　脳波検査記録の基礎� 主任臨床検査技師　　假屋　　敦
� 臨床検査技師　　土田　昌美
� 臨床検査技師　　霜田由美子
� 臨床検査技師　　山本　直樹
　　　　小児脳波の判読� 副院長　　遠山　　潤
　　　　成人脳波の判読� 生理学研究室長　　白水　洋史
　　　　ワダテスト，皮質機能マッピング，硬膜下記録� 脳神経外科医長　　伊藤　陽祐
　　研修内容：②
　　　　外来脳波見学
　　　　病棟脳波見学
　　　　脳波電極付け実習

　web研修に217名、集合型実習に23名の参加があった（第１回からの延べ人数：1,546名）。コロナ禍以降、講義は
webで行い、実習は集合型で行うことが定着してきた。今後もwebでの利便性や集合型での交流など両方のメリット
を活かした開催を行っていきたい。
� （報告者　臨床検査技師長　川上　喜久）

診療放射線科
臨 地 実 習

１．新潟医療福祉大学
　１）実習生所属、人数：
　　　医療技術学科　診療放射線学科　２名
　２）教育実習期間、実習内容：
　　　2024年６月10日～８月２日　臨床実習Ⅰ（診療画像検査技術学）
　　　2024年８月19日～９月４日　臨床実習Ⅱ（核医学検査技術学）
　　　2024月９月４日～９月20日　臨床実習Ⅲ（放射線治療技術学）
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２．新潟大学
　１）実習生所属、人数：
　　　医学部保健学科　放射線技術科学専攻　６名
　２）教育実習期間、実習内容：
　　　2024年４月15日～６月６日　臨床実習　前半（核医学・放射線治療学）
　　　2024年６月10日～８月１日　臨床実習　後半（核医学・放射線治療学）

　放射線臨地実習（放射線技術学の臨床実習）は、学生が実際の医療現場で実践的な経験を積むための重要な機会です。
　１．実践的なスキルの習得
　　−�Ｘ線撮影、CT、MRI、核医学、放射線治療などの技術を直接経験し、理論だけでは得られない実践的なスキ

ルを身につけることができる。
　　−機器の操作方法や患者への対応を実際の環境で学ぶことで、即戦力となる能力を養う。
　２．現場でのチーム医療の理解
　　−放射線技師だけでなく、医師、看護師、他の医療スタッフとの連携を学ぶ機会となる。
　　−チーム医療の中での自身の役割を理解し、コミュニケーション能力を向上させる。
　３．倫理観と安全管理の実践
　　−放射線の安全管理や被ばく低減のための実践的な対策を学ぶ。
　　−患者のプライバシー保護や倫理的な対応について、実際の場面で考えながら学ぶことができる。
　４．問題解決能力の向上
　　−実際の臨床現場では予想外のトラブルが発生することがあり、臨機応変な対応力を養うことができる。
　　−理論と実践のギャップを埋め、学習内容をより深く理解する助けとなる。
　５．進路の明確化とモチベーション向上
　　−放射線技師としての仕事を具体的にイメージできるようになり、将来のキャリア設計に役立つ。
　　−臨床現場での経験を通じて、学習の意義を実感し、学ぶ意欲が高まる。

　総じて、放射線臨地実習は知識の定着だけでなく、医療現場での適応力やコミュニケーション能力を高める重要な
機会です。学生にとって、将来の職業人生をリアルに感じ、実践的なスキルを身につける貴重な経験となるでしょう。
� （報告者　診療放射線技師長　髙橋　弘明）

リハビリテーション科
臨地実習

１）実習生所属、人数、教育実習期間：
　＜理学療法室＞
　・新潟医療福祉大学　評価実習１名　2024月９月23日～10月12日
　　　　　　　　　　　見学実習１名　2024年11月19日・21日、2025年３月10日～３月14日
　・新潟リハビリテーション大学
　　　　　　　　　　　評価実習１名　2024月９月30日～10月20日
　
　＜作業療法室＞
　・新潟医療福祉大学　　　インターン実習　１名　2024年４月８日～５月31日
　　　　　　　　　　　　　評価実習　　　　１名　2024月９月30日～10月18日
　・山形医療技術専門学校　評価実習　　　　１名　2024年11月11日～12月20日
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　＜言語療法室＞
　・受け入れなし

　＜心理療法室＞
　・新潟青陵大学　心理実習　１名　2024月９月30日～10月11日

２）実習担当：
　・リハビリテーション科スタッフ

３）実習を受け入れての感想：
　・�後進の育成と、NHOの発展の為になることはもちろんだが、実習を受け入れることでスタッフ間の技術向上や

人事交流の機会にもなると思われる。

４）今後の実習について：
　・�実習の指導要綱が大きく変わり、学生を担当する指導者は協会等が実施する「実習指導者講習会」の受講が義務

づけとなった。多くの大学、養成校からの実習を受け入れていくためには、職員が講習会に参加しやすい体制を
整えていく必要がある。

５）当院の実習のあり方：
　・院内実習だけでなく、難病リハビリ・訪問リハビリの見学、重症心身障害児通所訓練の見学等も含め実施している。

てんかんに関するリハビリ職員研修会
１）開催期間：2025年２月３日～２月28日
２）開催形式：web開催
３）参加人数：388名　69施設（NHO 61施設　NC ２施設　その他６施設）
４）講義内容：
　　　てんかんの基礎� 臨床検査科長　　増田　　浩
　　　小児てんかんの診断と治療� 小児科医長　　小林　　悠
　　　成人てんかんの診断と治療� 精神科医長　　長谷川直哉
　　　てんかんの外科治療� 臨床研究部長　　福多　真史
　　　抗てんかん薬の基礎知識� 薬剤師　　山本　輝尚
　　　てんかんの理学療法� 副理学療法士長　大日向真理子
　　　てんかんの作業療法� 作業療法士長　　小嶋　良助
　　　神経心理検査と心理支援� 心理療法士　　荒井　祐生
　　　てんかん診療支援コーディネーターの役割� 医療社会事業専門職　　吉田　大輔

栄養管理室
臨床栄養学・給食経営管理臨地実習

１．学校法人北陸学園　北陸食育フードカレッジ
　１）実習生所属、人数、教育実習期間、実習内容：
　　　４学年　３名　2024年６月３日～14日　　　（10日間）臨床栄養学臨地実習
　　　３学年　３名　2024年10月21日～11月１日（10日間）給食経営管理臨地実習
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療育指導室
保育士実習　施設実習Ⅰ

１．新潟青陵大学
　１）人数：１名
　２）教育実習期間：2024年８月19日～８月30日
　　　　　　　　　　2024月９月12日～９月27日
　　　　　　　　　　2024年11月18日～11月29日

社会福祉援助技術実習
１．東北福祉大学
　１）人数：１名
　２）教育実習期間：2024年６月10日～7月10日

地域医療連携部
第24回 専門職のためのてんかん研修会

１）開催期間：2024年７月８日～８月19日
２）開催形式：web開催
３）研修対象者：てんかん支援に関心のある専門職
４）研修目的：てんかんの支援に関する知識及び技術の向上
５）研修内容：
　　　講演１：「てんかん児を保育・指導するうえで知っておきたい小児てんかんの基礎知識」
� 小児科医長　　小林　　悠
　　　講演２：「保育園・幼稚園・学校ですごすための留意点� 副院長　　遠山　　潤
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　職員の皆様には平素より臨床研究部へのご協力ありがとうございます。

　今年度から、臨床研究部業績集の配布は従来のＣＤからＱＲコードを用いた配布に

変更いたしました。ＣＤを読み込むデバイスの減少と経費削減がその理由です。

　今年の研究業績ポイントは238.127とコロナ禍だった2020年の257.166よりも低下し

ました。主な要因は治験の業績ポイントが減ったことによります。臨床研究部では、

積極的に新規治験の依頼を受け、治験候補者の選定に尽力してきたつもりですが、来

年度はさらなる努力が必要と考えております。また英語論文の業績ポイントもここ６

年間でもっとも少なくなってしまいました。毎年編集後記に記載していますが、臨床

研究部は論文とくに英語論文の作成については全面的にサポートいたします。臨床で

ご多忙とは思いますが、論文作成にも積極的に取り組んでいただけると幸いです。 

　最後に、業績集の編集、発刊に多大なご協力いただきました医局秘書の廣野久美さ

ん、企画課長の丸橋光明さんに深謝申し上げます。

　2025年11月

臨床研究部長　福　多　真　史

編集後記
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